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表４ 元号別人口及び割合 

(単位 千人)

10月１ 日
現在人口

総人口に
占める
割合(％)

10月１ 日
現在人口

総人口に
占める
割合(％)

明治生まれ 280 0. 2 355 0. 3

大正生まれ 6, 148 4. 8 6, 622 5. 2

昭和生まれ 99, 450 77. 8 99, 975 78. 2

平成生まれ 21, 892 17. 1 20, 817 16. 3

平成19年 平成18年

２ 年齢別人口 

出生年を元号別にみると，明治生まれ

の人口は 28 万人（総人口に占める割合

0.2％），大正生まれの人口は 614 万８

千人（同 4.8％），昭和生まれの人口は

9945 万人（同 77.8％），平成生まれの

人口は2189万２千人（同17.1％）となっ 

た。                    （表４，図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 我が国の人口ピラミッド(平成19年10月１日現在) 
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  1) 0～14歳人口 2)  65歳以上人口 3) 0～14歳人口+65歳以上人口   4) 65歳以上人口
    15～64歳人口     15～64歳人口        15～64歳人口      0～14歳人口
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図５ 年齢３区分別人口の推移 

   （昭和25年～平成19年） 

図６ 年齢３区分別人口の割合の推移

   （昭和25年～平成19年） 

総人口に占める割合 　(％) 　   　年　 齢 　構　 造 　指 　数

年　　次 年少人口 生産年齢 　老　年　人　口 1) 2) 3) 4)

人    口 うち
(0～14歳) (15～64歳) (65歳以上) 75歳以上

昭和25年 35.4 59.7 4.9 1.3 59.3 8.3 67.5 14.0
　　30 33.4 61.3 5.3 1.6 54.4 8.7 63.1 15.9
　　35 30.0 64.2 5.7 1.7 46.8 8.9 55.7 19.1
　　40 25.6 68.1 6.3 1.9 37.6 9.2 46.8 24.6
　　45 23.9 69.0 7.1 2.1 34.7 10.2 44.9 29.5
　　50 24.3 67.7 7.9 2.5 35.9 11.7 47.6 32.6
　　55 23.5 67.4 9.1 3.1 34.9 13.5 48.4 38.7
　　60 21.5 68.2 10.3 3.9 31.6 15.1 46.7 47.9
平成２年 18.2 69.7 12.1 4.8 26.2 17.3 43.5 66.2
　　７ 16.0 69.5 14.6 5.7 23.0 20.9 43.9 91.2
　　12 14.6 68.1 17.4 7.1 21.4 25.5 46.9 119.1

　　13 14.4 67.7 18.0 7.5 21.2 26.5 47.8 125.1
　　14 14.2 67.3 18.5 7.9 21.1 27.6 48.7 130.5
　　15 14.0 66.9 19.0 8.3 21.0 28.5 49.4 135.8
　　16 13.9 66.6 19.5 8.7 20.8 29.2 50.1 140.3
　　17 13.8 66.1 20.2 9.1 20.8 30.5 51.3 146.5
　　18 13.6 65.5 20.8 9.5 20.8 31.8 52.6 152.6
　　19 13.5 65.0 21.5 9.9 20.8 33.1 53.9 158.8

年少人口
指　　数

老年人口
指　　数

従属人口
指　　数

老 年 化
指　　数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢３区分別にみると，年少人口（０～14歳）は1729万３千人で前年に比べ14

万２千人の減少，生産年齢人口（15～64歳）は8301万５千人で71万６千人の減少と

なっているのに対し，老年人口（65歳以上）は2746万４千人で86万人の増加となっ

ており，そのうち75歳以上人口は1270万３千人で53万８千人の増加となった。 

総人口に占める割合をみると，年少人口が13.5％，生産年齢人口が65.0％，老年

人口が21.5％となり，前年に比べ，年少人口が0.1ポイント，生産年齢人口が0.5

ポイントそれぞれ低下し，老年人口が0.7ポイント上昇している。 

（図５，図６，表５） 
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表５ 年齢３区分別人口の割合及び年齢構造指数の推移（昭和25年～平成19年）

注）各年10月1日現在。昭和25年～平成12年及び17年は国勢調査人口（年齢不詳をあん分した人口）による。 

昭和45年までは沖縄県を含まない。 
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総人口に占める割合の推移をみると，年少人口は，昭和50年（24.3％）以降一貫

して低下を続け，平成19年（13.5％）は過去最低となっている。生産年齢人口は，

昭和57年（67.5％）以降上昇を続けていたが，平成４年（69.8％）をピークに低下

している。一方，老年人口は，昭和25年（4.9％）以降上昇が続いており，平成19

年（21.5％）は過去最高となっている。なお，75歳以上人口は，昭和25年の1.3％

から平成３年には5.0％となり，19年は9.9％となっている。  （図５，図６，表５） 

我が国の人口の年齢構造を主な各国と比べてみると，調査年次に相違はあるもの

の，年少人口割合は最も低く，老年人口割合は最も高くなっている。 

（表６） 

 

 

 

 
総 　数 年少人口 生産年齢 老年人口

人　　口

（千人） (0～14歳) (15～64歳) (65歳以上)

日 本 2007.10. 1 127,771 13.5 65.0 21.5 20.8 33.1 53.9 158.8

バングラデシュ 2) 2004. 7. 1 136,700 37.7 58.4 3.9 64.6 6.7 71.3 10.4

中 国 2) 2007.12.31 1,321,290 19.4 72.5 8.1 26.8 11.1 37.9 41.4

イ ン ド 2001. 3. 1 1,028,610 35.3 59.6 4.8 59.3 8.0 67.3 13.5

イ ン ド ネ シ ア 2003. 7. 1 214,251 29.2 66.0 4.8 44.3 7.2 51.5 16.3

イ ラ ン 2005. 7. 1 68,467 29.6 65.8 4.6 45.0 6.9 51.9 15.4

韓 国 2) 2007. 7. 1 48,456 18.0 72.0 9.9 25.0 13.8 38.8 55.0

パ キ ス タ ン 2003. 7. 1 138,979 42.2 54.4 3.4 77.6 6.2 83.8 8.0

フ ィ リ ピ ン 2003. 7. 1 81,081 34.7 61.1 4.2 56.7 7.0 63.7 12.3

タ イ 2005. 7. 1 64,839 23.0 70.0 7.0 32.8 10.0 42.8 30.5

ト ル コ 2004. 7. 1 71,152 28.8 65.4 5.7 44.0 8.8 52.8 19.9

エ ジ プ ト 2000. 7. 1 63,976 37.7 58.9 3.4 63.9 5.8 69.7 9.0

エ チ オ ピ ア 2004. 7. 1 71,066 43.2 54.0 2.8 80.0 5.3 85.2 6.6

ナ イ ジ ェ リ ア 2003. 7. 1 126,153 44.3 53.0 2.7 83.4 5.1 88.5 6.1

南 ア フ リ カ 2) 2007. 7. 1 47,851 31.9 62.9 5.2 50.7 8.2 58.9 16.2

メ キ シ コ 2003. 7. 1 104,214 31.4 63.6 5.0 49.4 7.9 57.3 16.0

アメリカ合衆国 2) 2006. 7. 1 299,398 20.3 67.3 12.4 30.2 18.5 48.7 61.3

ブ ラ ジ ル 2005. 7. 1 184,184 27.9 66.0 6.1 42.3 9.3 51.6 21.9

コ ロ ン ビ ア 2005. 7. 1 46,039 31.0 64.0 5.0 48.3 7.8 56.1 16.1

フ ラ ン ス 2) 2008. 1. 1 63,753 18.5 65.2 16.3 28.4 25.0 53.4 87.9

ド イ ツ 2) 2005.12.31 82,438 14.1 66.6 19.3 21.2 28.9 50.1 136.2

イ タ リ ア 2) 2007. 1. 1 59,131 14.1 66.0 19.9 21.3 30.2 51.5 141.5

ロ シ ア 2) 2006. 1. 1 142,754 14.9 71.2 13.9 20.9 19.6 40.5 93.5

ス ペ イ ン 2) 2008. 1. 1 45,283 14.6 68.8 16.6 21.3 24.1 45.4 113.6

ウ ク ラ イ ナ 2) 2007.12.31 46,466 14.2 69.4 16.4 20.5 23.6 44.1 115.1

イ ギ リ ス 2) 2006. 7. 1 60,587 17.7 66.3 16.0 26.7 24.1 50.9 90.2

　注1) 推計時点が2000年以降で人口4000万人以上の国とした。

　　2) 各国統計機関のホームページによる。その他は国連人口統計年鑑（2005年版）による。

推計時点

年　齢　構　造　指　数総人口に占める割合 (％）

 国        名 年少人口
指 　 数

老年人口
指 　 数

従属人口
指    数

老 年 化
指    数

表６ 各国１）の年齢３区分別人口の割合及び年齢構造指数 




